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グ
ロ
ー
バ
ル
・
日
本
に
お
け

る
開
示
動
向

　

脱
炭
素
へ
の
取
組
み
で
、
注
目

す
べ
き
も
の
は
次
の
と
お
り
。

⑴　

温
室
効
果
ガ
ス
プ
ロ
ト
コ
ル

　

温
室
効
果
ガ
ス
（
以
下
、
Ｇ
Ｈ

Ｇ
）
プ
ロ
ト
コ
ル
と
は
政
府
機
関
、

企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
協
力
し
て
策

定
し
た
も
の
で
、
企
業
の
炭
素
排

出
量
計
測
基
準
の
い
わ
ば
デ
ィ
フ

ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
と
な
っ
て

い
る
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
は
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
ベ
ー
ス
と
し
た

排
出
量
算
出
の
概
念
で
あ
り
、
Ｓ

ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
（
企
業
の
経
済
活
動

に
よ
る
直
接
的
な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
）、

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
２
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
に
伴
う
間
接
的
な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
）、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
（
企
業
の

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
上
の
間
接
的

な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
）
か
ら
構
成
さ
れ

る
。
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
に
は
経
済
活

動
に
応
じ
た
15
の
カ
テ
ゴ
リ
が
あ

る
（
図
表
１
参
照
）。

⑵　

気
候
関
連

財
務
情
報
開

示
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
（
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
）

　

脱
炭
素
対
応

の
枠
組
み
に
つ

い
て
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
と
し

て
、
２
０
１
７

年
、
気
候
関
連

の
情
報
開
示
枠

組
み
を
設
定
し

た
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提

言
が
公
表
さ
れ

た
。
当
提
言
は
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
、

戦
略
、
リ
ス
ク

管
理
、
指
標
と

目
標
の
４
つ
の

柱
に
基
づ
き
推

奨
さ
れ
る
開
示

内
容
を
掲
げ
て

い
る
（
次
頁
図

表
２
参
照
）。

　

そ
の
中
で
、
指
標
と
目
標
の
一

つ
と
し
て
、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
、
２
、

あ
る
場
合
は
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の
排

1

図表１　GHGプロトコルにおける各カテゴリの考え方イメージ

出典：環境省「グリーン・バリューチェーンプラットフォーム」掲載資料を基に筆者ら作成

株式会社クニエ　牧野明弘／下山慶太／胡原　浩／谷津綾乃

金融機関に求められる
脱炭素社会実現に向けての取組み

　昨今、地域金融機関にとって喫緊の経営課題の一つは、脱炭素への
取組みであろう。しかしながら、その取組みには、なお課題が山積し、
殊に、Scope ３カテゴリ 15「投資」への対応については、悩みの種
と耳にすることが多い。本稿では、国内外の脱炭素に係る情報開示の
動向、GHGプロトコルにおける各カテゴリのイメージを説明すると
ともに、金融機関としてできる具体的な対応や金融機関行職員が顧客
に対してできることにも言及した。
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出
量
を
必
要
に
応
じ
て
開
示
を
行

う
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の
開
示
は
基

本
的
に
任
意
と
の
位
置
づ
け
だ
が
、

す
べ
て
の
組
織
が
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３

の
開
示
を
検
討
す
べ
き
と
し
て
い

る
。
な
お
、
排
出
量
開
示
に
つ
い

て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
に
基

づ
く
計
算
に
よ
る
べ
き
と
明
示
さ

れ
て
い
る
。

⑶　

国
際
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基

準
審
議
会

　

２
０
２
１
年
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団

は
国
際
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準

審
議
会
（
以
下
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
）
を
設

立
し
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
は
、
既
存
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
の
開
示

基
準
を
統
一
し
つ
つ
国
際
的
に
比

較
可
能
な
情
報
を
開
示

す
る
た
め
の
基
準
提
供

を
目
指
し
て
い
る
。

　

基
本
的
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ

は
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
枠
組
み

を
踏
襲
し
て
い
る
が
、

一
部
違
い
も
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
現
在
策
定
中

の
基
準
で
は
、
Ｓ
ｃ
ｏ

ｐ
ｅ
３
が
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ

１
、
２
と
同
列
の
扱
い

と
な
る
。
す
な
わ
ち
当

然
に
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の

開
示
を
求
め
る
提
案
が

な
さ
れ
て
お
り
、
Ｔ
Ｃ

Ｆ
Ｄ
に
比
べ
て
も
Ｓ
ｃ

ｏ
ｐ
ｅ
３
の
開
示
要
求

度
が
強
い
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基
準
が
今

後
の
デ
ィ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー

ト
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
対
応
を
求
め
ら
れ
る
金
融
機

関
は
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
よ
り
も
高
い

ハ
ー
ド
ル
を
念
頭
に
置
く
必
要
が

あ
る
。

⑷　

わ
が
国
に
お
け
る
開
示
状
況

　

わ
が
国
で
は
５
０
０
社
以
上
の

企
業
が
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
に
賛
同
し

て
お
り
、
諸
外
国
に
連
動
す
る
形

で
脱
炭
素
へ
の
対
応
が
進
ん
で
い

る
と
い
え
る
。
具
体
的
に
は
、
２

０
２
１
年
、
上
場
企
業
が
守
る
べ

き
行
動
規
範
を
示
し
た
企
業
統
治

の
指
針
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
コ
ー
ド
」
が
改
訂
さ
れ
、

そ
の
う
ち
「
適
切
な
情
報
開
示
と

透
明
性
の
確
保
」
で
、「
②
プ
ラ

イ
ム
市
場
上
場
会
社
は
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

又
は
同
等
の
枠
組
に
基
づ
く
開
示

の
質
と
量
の
充
実
を
進
め
る
べ

き
」
と
す
る
項
目
を
新
設
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
東
証
プ
ラ
イ
ム
市

場
企
業
は
、
２
０
２
２
年
４
月
以

降
の
株
主
総
会
へ
の
報
告
か
ら
、

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
枠
組
に
基
づ
く
気
候
変

動
関
連
の
開
示
が
義
務
化
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
有
価
証
券
報
告
提
出
企

業
に
対
し
て
は
、
策
定
中
の
Ｉ
Ｓ

Ｓ
Ｂ
枠
組
に
基
づ
く
、
気
候
変
動

関
連
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
情
報

の
有
報
で
の
２
０
２
３
年
以
降
で

の
法
定
開
示
義
務
化
の
方
針
が
合

意
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
で
も
脱

炭
素
へ
の
取
組
み
に
係
る
開
示
充

実
の
方
向
が
明
確
で
あ
る
。

　
　

炭
素
排
出
量
計
測
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク

　

炭
素
排
出
量
計
測
は
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ

ロ
ト
コ
ル
に
よ
る
。
以
下
、
Ｓ
ｃ

ｏ
ｐ
ｅ
１
、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
２
、
Ｓ

ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
を
解
説
す
る
。

⑴　

企
業
の
経
済
活
動
に
よ
っ
て

直
接
排
出
さ
れ
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

（
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
）

　

事
業
者
又
は
家
庭
が
所
有
又
は

管
理
す
る
排
出
源
か
ら
発
生
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
直
接
排
出
さ
れ

る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
で
あ
る
。
オ
フ
ィ
ス
で

2

図表２　TCFD枠組に基づく気候変動関連の開示

気候関連のリスク
及び機会に係る組
織のガバナンスを
開示する。

カバナンス

開示内容

気候関連のリスク
及び機会がもたら
す組織のビジネス・
戦略・財務計画へ
の実際の及び潜在
的な影響を、その
ような情報が重要
な場合は、開示す
る。

気候関連リスクに
ついて、組織がど
のように識別・評
価・管理している
かについて開示す
る。

気候関連のリスク
及び機会を評価・
管理する際に使用
する指標と目標を、
そのような情報が
重要な場合は、開
示する。

戦略 リスク管理 指標と目標

推奨される11の開示内容

TCFD提言による4項目

１）取締役会による
　監視体制
２）経営者の役割

３）リスクと機会
４）ビジネス・戦略・
　財務への影響
５）シナリオに基づく
　戦略のレジリエン
　スの説明

６）リスク評価・識別
　プロセス
７）リスク管理プロセス
８）上記２つが総合的
　リスク管理に統合さ
　れているか

９）リスク・機会の評
　価に用いる指標
10）Scope1,2, ある場
　合は 3の排出量
11）リスクと機会の管
　理に用いる目標と実
　績
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あ
れ
ば
暖
房
器
具
に
よ
る
燃
料
の

使
用
、
自
家
用
車
で
あ
れ
ば
ガ
ソ

リ
ン
の
使
用
に
よ
っ
て
直
接
排
出

さ
れ
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
が
該
当
す
る
。

⑵　

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
に
伴
う
間

接
的
な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ

２
）

　

電
気
、
蒸
気
、
熱
の
使
用
に
伴

う
温
室
効
果
ガ
ス
の
間
接
排
出

（
購
入
電
気
の
使
用
等
）
が
該
当

し
、
自
社
の
製
造
工
程
が
排
出
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
電
力

会
社
か
ら
購
入
し
た
電
力
が
そ
の

製
造
過
程
で
排
出
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
量
の
こ
と
で
あ
る
。

⑶　

企
業
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

上
の
間
接
的
な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

（
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
）

　

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
に
は
15
の
カ
テ

ゴ
リ
が
あ
る
が
、
金
融
機
関
に
と

っ
て
最
も
影
響
が
大
き
い
の
は
カ

テ
ゴ
リ
15
「
投
資
」
で
あ
る
。
当

該
カ
テ
ゴ
リ
は
各
金
融
機
関
の
全

排
出
量
の
85
％
を
超
え
る
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
各
金
融

機
関
に
と
っ
て
は
対
応
の
重
要
性

が
高
い
が
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
で
は

投
融
資
先
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
は
金

融
向
け
炭
素
会
計
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
（
以
下
、
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｆ
）
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
か
そ
れ
に
準
ず
る
手
法

で
算
定
す
べ
き
と
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｆ
は
、
投
融
資
に
係
る
Ｓ

ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
排
出
の
計
測
・
評
価

に
向
け
た
方
法
論
や
デ
ー
タ
セ
ッ

ト
の
整
備
を
行
う
金
融
機
関
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。

　

従
来
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
算
定

に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
広

く
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｆ
で
は
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
金
融

機
関
目
線
で
必
要
な
内
容
や
課
題

が
盛
り
込
ま
れ
た
基
準
を
作
成
し

て
い
る
。
ま
た
、
昨
今
の
気
候
変

動
や
非
財
務
情
報
開
示
へ
の
意
識

の
高
ま
り
を
反
映
し
、
よ
り
透
明

性
に
重
点
が
置
か
れ
た
内
容
に
な

っ
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｆ
は
、
投
融
資
を
上
場

株
式
／
社
債
、
企
業
融
資
／
未
上

場
株
式
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
、
商
業
用
不
動
産
、
住
宅

ロ
ー
ン
、
自
動
車
ロ
ー
ン
の
６
つ

に
分
類
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ

ト
コ
ル
で
は
株
式
や
資
金
使
途
が

判
明
し
て
い
る
債
務
投
資
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
開
示

必
須
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以

外
は
開
示
が
任
意
と
さ
れ
て
お
り
、

開
示
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
た
。

他
方
、
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｆ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

は
、
資
金
使
途
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
す
べ
て
の
項
目
の
開
示
を
求
め

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｆ 

Ｓ

ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
カ
テ
ゴ
リ
15
は
金
融

機
関
の
重
要
性
を
鑑
み
嵩
上
げ
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

金
融
機
関
の
脱
炭
素
対
応

　

以
下
、
先
進
的
な
海
外
金
融
機

関
に
よ
る
取
組
み
事
例
等
も
参
考

に
自
ら
の
削
減
努
力
が
反
映
さ
れ

や
す
い
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
・
２
と
Ｓ

ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
に
分
け
て
述
べ
た
い
。

⑴　

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
・
２
の
削
減

①
直
接
的
な
削
減
策

　

当
該
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
で
の
中
心
的

な
議
論
の
対
象
は
店
舗
や
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
で
あ
ろ
う
。
既
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
金
融
機
関
が
多

数
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
は
、
照

明
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
に
よ
る
消

費
電
力
の
効
率
化
や
オ
フ
ィ
ス
ス

ペ
ー
ス
の
削
減
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
店
舗
や
オ
フ
ィ
ス
の
統

合
整
理
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
購

入
に
加
え
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、

オ
フ
ィ
ス
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
太
陽
光
発

電
施
設
を
搭
載
す
る
例
も
あ
る
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
整
理
・
集
約

し
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
の
ク
ラ
ウ

ド
へ
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

サ
ー
バ
ー
数
を
減
少
さ
せ
る
取
組

み
も
有
効
で
あ
る
。

②
間
接
的
な
削
減
策

　

最
近
、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
２
の
排
出

量
削
減
に
関
し
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
や
証
書
が
注
目
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
と

は
、
排
出
量
削
減
努
力
を
し
て
も

な
お
残
る
部
分
に
つ
い
て
、
排
出

量
に
見
合
っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の

3
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購
入
に
よ
り
、
排
出
量
を
相
殺
す

る
考
え
方
で
あ
る
。
証
書
は
、「
電

力
の
環
境
価
値
」
の
取
引
を
指
す
。

我
が
国
で
算
定
に
反
映
で
き
る
も

の
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
、

非
化
石
証
書
、
Ｊ
-ク
レ
ジ
ッ
ト

が
あ
る
。
管
理
面
や
最
近
の
価
格

高
騰
に
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑵　

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の
削
減

　

金
融
機
関
に
と
っ
て
、
削
減
対

応
が
最
も
重
要
、
か
つ
、
難
し
い

領
域
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
カ
テ

ゴ
リ
15
「
投
資
」
へ
の
対
応
が
削

減
策
の
成
否
を
大
き
く
左
右
す
る
。

そ
こ
で
、
カ
テ
ゴ
リ
15
と
そ
れ
以

外
に
分
け
て
述
べ
た
い
。

①　

カ
テ
ゴ
リ
15
以
外

　

比
較
的
着
手
し
や
す
い
カ
テ
ゴ

リ
と
し
て
例
え
ば
、
６
「
出
張
」

で
あ
れ
ば
、
航
空
機
移
動
に
係
る

社
内
炭
素
税
の
導
入
、７
「
通
勤
」

で
あ
れ
ば
、
行
職
員
向
け
電
気
自

動
車
や
自
転
車
へ
の
補
助
や
公
共

交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
図
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
１
「
購
入
し

た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て

は
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
対
話
機

会
を
設
け
る
等
へ
の
働
き
か
け
を

実
施
し
て
い
る
金
融
機
関
も
あ
る
。

②　

カ
テ
ゴ
リ
15

　

投
融
資
先
に
よ
る
脱
炭
素
対
応

の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
投
融
資
先

が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
排
除

さ
れ
る
こ
と
等
に
よ
り
業
績
が
悪

化
し
、
そ
れ
を
受
け
、
自
行
の
ビ

ジ
ネ
ス
縮
小
に
繋
が
る
可
能
性
大

で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
業
績
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
地
域
経
済

に
打
撃
を
与
え
か
ね
な
い
。

　

中
小
企
業
は
、
デ
ー
タ
管
理
や

人
的
資
源
の
不
足
に
よ
り
、
自
力

で
は
脱
炭
素
に
取
り
組
む
余
力
は

な
い
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
、

自
行
で
実
施
済
の
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ

１
・
２
対
策
を
投
融
資
先
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
・
運
営
企
業
の
紹
介
に
よ
る
地

域
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、

地
方
自
治
体
を
も
巻
き
込
ん
だ
地

域
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た
自
治
体

と
民
間
企
業
の
橋
渡
し
役
・
リ
ー

ド
役
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

　

投
融
資
先
の
脱
炭
素
化
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
対
話
・
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
脱
炭
素
化

の
取
組
み
を
含
む
経
営
課
題
を
把

握
し
、
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け

た
脱
炭
素
化
の
取
組
み
に
対
す
る

支
援
、
解
決
策
の
提
案
が
必
要
で

あ
る
。
金
融
機
関
に
よ
る
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
・
カ
ー
ボ
ン
分
析
結
果

を
利
用
し
た
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
に

実
行
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

自
行
の
成
長
、
価
値
向
上
に

繋
が
る
と
い
う
意
識
を

　

脱
炭
素
に
係
る
情
報
開
示
義
務

は
上
場
企
業
等
だ
け
だ
が
、
顧
客

は
横
並
び
で
金
融
機
関
を
比
較
し

選
別
す
る
。
そ
の
た
め
、
ビ
ジ
ネ

ス
リ
ス
ク
、
評
判
リ
ス
ク
、
信
用

リ
ス
ク
が
あ
り
、
非
上
場
の
金
融

機
関
は
対
応
不
要
と
は
な
ら
な
い
。

　

と
は
い
え
、
カ
テ
ゴ
リ
15
の
可

視
化
は
欧
米
で
も
ま
だ
途
上
で
あ

り
、
ま
し
て
や
削
減
の
ア
ク
シ
ョ

ン
ま
で
取
れ
て
い
る
金
融
機
関
は

少
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず

は
、
自
行
に
よ
る
削
減
努
力
が
反

映
し
や
す
い
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
・
２

や
、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の
カ
テ
ゴ
リ

15
以
外
か
ら
取
組
み
を
開
始
す
る

こ
と
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。

　

脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
の
潮
流

は
止
め
ら
れ
な
い
。
金
融
機
関
に

よ
る
脱
炭
素
へ
の
取
組
み
は
、
地

域
経
済
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
脱
炭
素
の
早
期
実
現
を
促

し
、
ひ
い
て
は
、
自
ら
の
成
長
や

価
値
向
上
に
繋
が
る
と
い
っ
た
意

識
が
重
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
書
の
う
ち
意
見
に
亘

る
部
分
は
筆
者
ら
の
個
人
的
見
解

で
あ
り
、
筆
者
ら
が
所
属
し
、
ま

た
は
、
か
つ
て
所
属
し
た
組
織
・

団
体
等
の
見
解
で
は
な
い
。
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